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神の 存在、 及び 人間の 霊魂と 肉体との 区別 を 
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たす でありましょう から、 持ち出す ことができ ませぬ _ 

そして 実に 私 は、 単に 諸賢 一同 並びに 他の 神学者た ち 

が 神の 存在 は 自然 的 理性に よ つ て 証明せられ 得る と 確 

信いた される という ことのみ ではなく、 また 聖書から 

も、 神の 認識 は、 被 造 物に ついて 我々 が 有する 多くの 

認識よりも さらに 容易で あり、 まったく その 認識 を 有 

しない 人々 は咎 むべき である ほど 容易で ある ことが 推 

論せられ ると いう ことに、 気づきました。 これ はすな 

わち ソロモンの 智慧 第 十三 章の 言葉から 明かで ありま 

して、 そこに は、 また その ゆえ を もって 彼等 は宥 すべ 

か らざ ら なり、 けだ し 彼等 もし この 世の もの を 賞で 得 



ば、 それらの 根拠 を もって 労力に 値する 大きな 効果 を 

挙げ 得ようと は、 私 は 期待いた しませぬ。 しかるに 諸 

賢の 学部に つきましては すべての 人が 深く 尊敬の 念 を 

抱いて おり、 また ソルボン ヌの名 ははな はだ 権威 を 有 

してお リ、 かくて 単に 信仰に 関する ことがら において 

聖 なる 公 会議に 亜いで 諸賢の 団体 ほど 信頼 せられて い 

るお よそい かなる 団体 も存 しない のみでな く、 また 人 

文 的な 哲学に おきましても、 他の いずこに も 〔# 「いず 

こに も」 は 底本で は 「いずこ も 匕 さらに 大きな 明察と 堅 

実 性と が、 また 判断 を 下す にあたって さらに 大きな 健 

全 性と 數智 とが 存 しないと 看做されて いるので ありま 



うこと、 また 精神の 身体と は 別の ものである こと を 証 

明す る この 書物の 中に 含まれる 根拠が、 実に これ を 極 

めて 厳密な 論証と 看做さねば ならぬ ほどまで、 明瞭 性 

に 達せ しめられました 後に、 私 は それが かかる 

明瞭 性に 達せ しめられ 得る と 確信いた してお ります、 

諸賢が まさに この こと を 言明し、 公に 証言して 

下さいます ように、 かように 高配 を 賜りますならば、 

その場合には、 これらの 問題に ついて およそ 存 しまし 

たす ベての 誤謬 は まもなく もろもろの 人間の 精神から 

拭い 去られる ますこと を、 私 は 疑わない のであります _ 

すなわち、 真理 そのもの は 容易に 余の 智能の 士 並びに 



またかし こで 余の すべて を、 ものの 真理 そのものに 関 

する 秩序に おいて (これにつ いて もちろん 私 は あのと 

き 論じた ので はない) 排除し ようと 欲した ので はなく、 

かえって 単に 私の 知覚に 関する 秩序に おいて 排除し よ 

うと 欲した ので ある、 と。 かくて その 意味 は、 私の 本 

質に 属する と 私が 知る ものと して は、 私 は 思惟す る も 

の、 すなわち 自己のう ちに 思惟す る 能力 を 有する もの 

であると いう ことのほか 何物 も 私 はま つ たく 認識し な 

いという ことであった、 と。 しかし 以下に おいて 私 は、 

いかにして、 そのほかの 何物 も 私の 本性に 属しない と 

私が 認識す る ことから、 また 実際に そのほかの 何物 も 



いこと を 期待し ないで あろう。 私 はた だ 本気で 私と 共 

に 思索し、 精神 を もろもろの 感覚から、 また 同時にす 

ベ ての 先入見から 引離す ことができ また 引き離す こと 

を 欲する 人々 だけに 読まれる ように、 これ を 書いた の 

であって、 かような 人が まったく わずかし か 見出され 

ない こと を 私 は 十分に 知っている。 しかるに 私の 根拠 

の 連結と 聯 関と を 理解す る ことに 意 を 用いないで、 多 

くの 人々 にと つて 慣 わしで あるよう に、 ただ 箇々 の 語 

句に 拘泥して、 お喋り をす る ことに 熱心な 人々 につい 

て い えば、 彼等 は T J の 書物 を 読む ことか ら 大きな 利益 

を 収めない であろう。 そしてた とい 彼等が おそらく 多 



た 滅びない という こと、 しかし 人間 〔# 「人間」 は 底本 

では 「人 問 匕 の 身体 は、 余の 物体と 異なる 限リ、 ただ 単 

にもろ もろの 器官の 或る 一定の 布置、 及び この種の 他 

の 偶有 性から 組立 てられた もので あり、 しかるに 人間 

の 精神 はかよう に 何ら かの 偶有 性から 成る ので はなく、 

純粋な 実体で あると いう こと、 に 着目せられ ねばなら 

ぬ。 というの は、 たとい その 一 切の 偶有 性が 変化 せら 

れ、 その 結果、 別の もの を 思惟し、 別の もの を 意欲し、 

別の もの を 感覚し、 など、 する にしても、 そのために 

同じ 精神が 別の ものに ならない が、 人間の 身体 はしか 

し、 ただ 単に その 何ら かの 部分の 形体が 変化 せられる 



第 四 省察に おいて は、 我々 が 明晰に 判明に 知覚す る 

一 切 は 真で あると いう ことが 証明 せられる。 同時に ま 

た 虚偽の 根拠が 何に 存す るかが 説明 せられる。 これ は 

前に 述べた ことがら を 確かにす るた めに も、 後に 続く 

ことがら を 理解す るた めに も、 必ず 知る こと を 要する 

ので ある。 (しかしながら 注意して おかね ばらぬ、 か 

しこで 私 は 決して 罪、 すなわち 善悪の 追求に おいて 犯 

される 誤謬に ついて ではなく、 ただ 真偽の 判別に おい 

て 起る 誤謬に ついて 論じた ので ある、 と。 また 私 は 信 

仰、 あるいは 処世に 属する ことがら ではなく、 ただ 思 

弁 的な、 そして もっぱら 自然 的な 光に よって 認識 せら 



れた 真理 を 検討した ので ある、 と。) 

第五 省察に おいて は、 一般的に 見られた 物体 的 本性 

が 説明 せられる ほか、 また 新しい 根拠に よって 神の 存 

在が 論証 せられる。 しかし この 根拠に もお そらく 或る 

困難が 生ずる であろうが、 これ は 後に 駁論に 対する 答 

弁の 中で 解決せられ るであろう。 そして 最後に、 幾何 

学 的 論証の 確実性 さえ も 神の 認識に 依繁 するとい うこ 

との、 いかにして 真で あるかが 示される。 

最後に、 第 六 省察に おいて は、 悟性が 想像力から 分 

たれる。 その 区別の 徴 表が 記述 せられる。 精神が 実在 

的に 身体から 区別 せられる ことが 証明 せられる。 にも 



かかわらず 精神が 身体に、 これと 或る 統一 を 成す ほど 

密接に 結合せられ ている ことが 示される。 感覚から 起 

るの を慣 わしと する すべての 誤謬が 調査 せられる。 こ 

れを 避け 得る 手段が 開陳 せられる。 そして 最後に、 物 

質的な ものの 存在 を 結論し 得る 一 切の 根拠が 提示 せら 

れる。 それ は、 この 根拠が まさに 証明す る ことがら、 

すなわち、 世界 は 実際に あると いう こと、 また 人間 は 

身体 を 有する という こと、 その他 この類の ことがら を 

証明す るた めに、 この 根拠が 極めて 有益で あると 考え 

るからで はない、 かかる ことがらに ついては 健全な 精 

神 を 有する 何人も 決して 本気に 疑わなかった ので ある _ 



く 疑い 得ぬ 他の 多くの ものが ある。 例えば、 今 私が こ 

こに 居る こと、 煖炉の そばに 坐って いる こと、 冬の 服 

を 着て いる こと、 この 紙片 を 手に している こと、 その 

他 ザ ^ れに 類す る ことの ごとき。 まことに この 手 や ， J の 

身体が 私の ものである という こと は、 いかにして 否定 

され 得る であろう か、 もし 私が おそらく 私 を 誰か 狂つ 

た 者に、 その 脳が 黒い 胆汁からの 頑固な 蒸気 でかき 乱 

されて いて、 極貧で あるのに 自分 は 帝王で あると か、 

赤裸で あるのに 緋衣を 纏うて いると か、 粘土 製の 頭 を 

持って いると か、 自分 は 全体が 南瓜で あると か、 硝子 

から 出来て いると か、 と、 執拗に 言い張る 者に、 比較 



ている から。 しかるに もし この こと、 すなわち 私 を 常 

に 過つ ような ものと して 創造した という ことが 神の 善 

意に 反する とするならば、 私が ときどき 過つ こと を 許 

すと いう こと も 神の 善意と 相容れな いように 思われる 

けれども この 最後の こと はそう は 言い 得ない ので ある _ 

もちろん、 余の すべての ものが 不確実で あると 信ず 

るよりか、 むしろ そのよう に 有力な 神 を 否定す る こと 

を 選ぶ 者が たぶん あるであろう。 しかし 我々 はい ま は 

彼等に 反対 せずにお こう。 そして 神に つ いて ここで 言 

われた 全部が 虚構で あると してお こう。 さりながら、 

彼等が どのような 仕方で、 運命に よるに せよ、 偶然に 



省察 一 一 

人間の 精神の 本性に ついて。 精神 は 身体よりも 容 

易に 知られる という こと。 

昨日の 省察に よ つ て 私 は 懐疑のう ちに 投げ込まれた _ 

それ は 私の もはや 忘れ 得ない ほど 大きな もので あり、 

しかも 私 は それが いかなる 仕方で 解決すべき もので あ 

るか を 知らないの である。 かえって、 あたかも 渦巻く 

深淵の 中へ 不意に 落ち込んだ ように、 私 は 狼狽して、 

足 を 底に 着ける こと もで きなければ、 泳いで 水面へ 脱 



しかしながら どこから 私 は、 いましがた 数え上げた 

すべての ものと は 別で、 少しの 疑うべき 余地 もない 或 

る ものが 存 しない こと を、 知ってい るので あるか。 何 

か 神と いう もの、 あるいは それ を どのような 名前で 呼 

ぶに せよ、 何 か、 まさに このような 思想 を 私に 注ぎ込 

む ものが 存す るので は あるまい か。 しかし 何故に 私 は 

このような こと を 考える ので あるか、 たぶん 私自身が 

かの 思想の 作者で あり 得る ので あるのに。 それゆえに 

少く とも 私 は 或る ものであるの では あるまい か。 しか 

しながら 既に 私 は、 私が 何ら かの 感官、 または 何ら か 

の 身： K: を 有する こと を 否定した のであった。 とはいえ 



認し 得る ものが あろう か。 私 は 注意し、 考え、 また 考 

える。 私が 有する と 言い 得る ものに は 何も 出会わない _ 

私 は 同じ こと を 空しく 繰り返す ことに 疲れる。 しから 

ば 霊魂に 属する とした もの は、 どうであろう か。 栄養 

をと ると か 歩行す ると かいう こと は？ 実にい ま 私 は 

身体 を 有しない ので あるから、 これ もまた 作り ごと 以 

外の 何もので もない。 感覚す る こと は？ もちろん こ 

れも 身体がなければ 存 しない もので あり、 また 私 は 夢 

において、 後に なって 実際に 感覚した ので はない と 気 

づ い た 非常 に 多く の y J と を 感覚す ると 思った ので ある _ 

思睢 する こと は？ ここに 私 は 発見す る、 思惟が それ 



いかなる ものな のか。 私 は 言った、 思惟す る もの、 と _ 

そのほかに 何 か。 想像 を 働かせて みょう。 私 は 人体 

と 称せられ るかの もろもろの 部分の 集合で はない。 私 

はまた これらの 部分に 注ぎ込まれた 或る 微妙な 空気で 

もな く、 風で も、 火で も、 蒸気で も、 気息で も、 その 

他 私の 構 像す るよう な 何もので もない。 というの は、 

このような もの は 無で あると 私 は 仮定した ので あるか 

ら。 けれど それ にもかかわらず、 私 は 或る ものである 

という 立言 は 動かない ので ある。 しかし、 たぶん、 私 

に 知られて いないとの ゆえ を もって、 無で あると 仮定 

する これらの もの そのものが、 ものの 真理に おいて は 



う。 疑い もな く、 延長 を 有する、 屈曲し 易い、 変化し 

易い 或る もの 以外 は 何も 残らない。 しからば この 屈曲 

し 易い、 変化し 易い と は、 どういう ことで あるか。 そ 

れは、 この 蜜蠟が 円い 形体から 四角な 形体に、 あるい 

はこの 四角な 形体から 三角の 形体に 転じられ 得る と 私 

が 想像す る ことであろう か。 決してそう ではない。 な 

ぜ なら、 私 は 蜜蠟が この種の 無数の 変化 を 受け 得る こ 

と を 理解す るが、 しかし 私 はこの 無数の もの を、 想像 

する， J とに よって は， J と ごとく 迪り 得ず、 従って この 

理解 は 想像す る 能力に よって は 仕遂げられな いからで 

ある。 さらに 延長 を 有する と は、 どういう ことで ある 



る、 そして これ は、 これ を 構成して いるものに 私が 向 

ける 注意の 多少に 応じて、 あるいは 以前そう であった 

ように 不完全で 不分明で ある こと も、 あるいは 現在 そ 

う あるよう に 明晰で 判明で ある こと もで きる ので ある _ 

しかるに 一 方 私 はいかに 私の 精神が 誤謬に 陥り 易い 

もので あるかに 驚く。 というの は、 たとい 私が この こ 

とど も を 自分に おいて 黙って、 声 を 上げないで 考察す 

るに しても、 私 は 言葉 そのものに 執着し、 そして ほと 

んど 日常の 話し方 そのもの によ つ て 欺かれる からで あ 

る。 すなわち 我々 は、 蜜蠟が そこにあるなら ば、 我々 

は蜜蠟 そのもの を 見る、 と 言い、 我々 は 色 あるいは 形 



とが、 結果す るからで ある。 すなわち、 この 私の 見る 

ものが 実は 蜜蠟 ではない という こと はあり 得る、 私が 

何ら かの もの を 見る 眼 を 決して 有しない という こと は 

あり 得る、 しかし、 私が 見る とき、 あるいは (いま 私 

はこれ を 区別 しないが) 私 は 見る と 私が 思惟 するとき 

思惟す る 私自身が 或る もので ない という こと は、 まつ 

たく あり 得ない ので ある。 同様の 理由で、 もし 私が 蜜 

蠟に 触れる という ことから、 蜜蠟が 有る と 判断す るな 

らば、 同じ ことが また、 すなわち 私 は 有る という こと 

が 結果す る。 もし 私が 想像 するとい うこと から、 ある 

いは 他の どんな 原因からで あっても、 蜜蠟が 有る と 判 



ものにする ことに 努めよう。 私 は 思惟す る ものである、 

すなわち 疑い、 肯定し、 否定し、 わずかな こと を 理解 

し、 多くの こと を 知らぬ、 欲し、 欲せぬ、 なおまた 想 

像し、 感覚す る ものである。 というの は、 先に 私の 気 

づ いたごと く、 たとい 私が 感覚し あるいは 想像す る も 

の は 私の 外にお いて はお そらく は 無で あるに しても、 

感覚 及び 想像力と 私が 称する かの 思惟の 仕方 は、 それ 

らが 単に 思惟の 或る 一 定の 仕方で ある 限りに おいて は、 

私のう ちに ある、 という こと は 私に 確実で あるからで 

ある。 

さて， J のわず かな 言葉で 私 は、 私が 真に 知 つてい る 



そして このような もののう ち 或る もの は 意志 あるいは 

感情と 名づ けられ、 他の もの は 判断と 名づ けられる。 

いま 観念に ついていえば、 それが 単に それ 自身に お 

いて 観られ、 それ を 何 か 他の ものに 関係 させなければ、 

それ は、 本来、 偽で あり 得ない。 なぜなら、 私が 山羊 

を 想像し ようと キ マイラ を 想像し ようと、 私が その 一 

を 相! -像 すると いう， j と は 他 を 相！ -像す ると いう， j とに 劣 

らず 真で あるから である。 また 意志 そのもの、 あるい 

は 感情に おいても、 何ら 虚偽 を 恐れる こと を 要しない。 

なぜなら、 たとい 私 は 曲った こと、 あるいは どこに も 

有しない もの を さえ 願望す るか もしれ ない とはいえ、 



る。 

ところで いま、 動力 的 かつ 全体 的な 原因のう ちに は 

少く ともこの 原因の 結果のう ちに あると 同じ だけの 実 

在 性が 存 しなくて はならぬ という こと は、 自然 的な 光 

によって 明瞭で ある。 なぜなら、 結果 は、 原因からで 

なければ、 いったい どこから、 自己の 実在 性 を 得る こ 

とがで きる のであろう か。 また、 いかにして 原因 は、 

自分で も 実在 性 を 有する のでなければ y J の 実在 性 を 結 

果に 与える ことができる のであろう か。 そして ここ か 

ら、 いかなる もの も 無から 生じ 得ない という こと、 な 

お また、 より 多く 完全な もの は、 言い換え ると 自己の 



この 上な く 真で あるので ある、 と。 というの は、 たと 

いお そらく かくの ごと き 実 有 は 存在し な い と 仮想す る 

ことができる にしても、 この 実 有の 観念が、 先に 寒の 

観念に ついて 言った ごとく、 何ら 実在 的な もの を 私に 

示さな いと 仮想す る - J と はでき な いから。 こ の 観念 は 

また この 上な く 明晰で 判明で あるので ある。 なぜなら、 

何で あれ 私が 実在 的に して 真なる ものと して、 また 何 

ら かの 完全 性 を もたらす ものと して 明晰に 判明に 知覚 

する もの は、 全部 この 観念のう ちに 含まれて いるから。 

また この場合、 私が 無限なる もの を 把握 しないと いう 

こと、 あるいは 神のう ちに は 私の 把握す る ことので き 



よっての み 生ぜ しめられ 得る、 という こと を、 私 は 知 

覚す るので ある。 

まことに- ,1 のす ベ ての ことに は、 注意 深く 考察す る 

とき 自然 的な 光に よって 明瞭で ない もの は 何もない の 

である。 しかしながら 私が そんなに 注意し ないで、 感 

覚 的な ものの 像が 精神の 眼 を 盲に する 場合、 何故に 私 

よりもい つそう 完全な 実 有の 観念 は 必然的に、 或る 実 

際にい つそう 完全なる 実 有から 出て こなければ ならな 

いか を、 私 は 容易に 想起し ないから して、 さらに 進ん 

で、 かかる 観念 を 有する ところの 私自身 は、 もし かか 

る 実 有が 何ら 存在し なかったならば、 存 する ことが で 



きた かどう か、 を 探究した いと 思う。 

いったい 私 は 何者から 出て きたので あろう か。 もち 

ろん 私 は 私自身から、 それとも 両親から、 それとも 何 

か 他の、 神よりも 少く 完全な ものから。 というの は、 

神よりも いっそう 完全な もの は、 神と 同じ 程度に 完全 

な もので さえ、 何も 思惟 せられる こと も 想像 せられる 

こと もで きな いので あるから。 

けれども、 もし 私が 私自身から 出て きたと すれば、 

私 は 疑う という ことがなかった であろうし、 また 願望 

するとい うこと がなかった であろうし、 またお よそ 何 

物 かが 私に 欠けて いると いう ことがなかった であろう _ 



一 切の 完全 性の 統一 の 観念 は、 私 をして また 他の 完全 

性の 観念 を も 有せ しめたの ではない ような、 何ら かの 

原因に よって、 私のう ちに 置かれ 得なかった はずで あ 

る。 というの は、 この 原因 は、 私 をして 同時に これら 

の 完全 性が い つたい 何もので あるか を 知らし める よう 

にした のでない 限リ は、 私 をして これらの 完全 性 を 一 

緒に 結合 せられた、 分離し 得ぬ ものと 理解せ しめる よ 

うにす る Y と はでき なか つ たはず であるから。 

最後に、 両親に ついていえば、 私が かって 彼等に 関 

して 考えた すべ ての こと は 真で あるか もしれ ない が、 

しかした しかに 彼等 は 私 を 保存す るので はなく、 また、 



私が 思惟す る ものである 限り、 決して 私 を 作り だした 

ので もない。 むしろ 彼等 は 単に、 私、 言い換え ると 精 

神 —— 私 はい また だ 精神の み を 私と 認める ので ある I 

I がそのう ちに あると 私の 判断した ところの 質 料のう 

ちに 或る 一 定の 性情 を 据えつ けた だけな ので ある。 

従って ここで は 彼等に 関して 何らの 困難 も あり 得ない。 

かえ つ て ぜひとも 次のように 結論し なければ ならぬ、 

すなわち、 私が 存在 するとい うこと、 そして 最も 完全 

な 実 有の、 言い換え ると 神の、 或る 一 定の 観念が 私の 

うちに あると いう こと、 ただこの ことから、 神 もまた 

存在 するとい うこと が 極めて 明 証 的に 論証 せられる、 



くると いう こと は、 自然 的な 光に よって 明瞭で あるか 

ら。 

しかしながら、 この こと をい つそう 注意 深く 考査し、 

同時に また ここから 引き出され 得る 他の もろもろの 真 

理の 中へ 尋ね 入る に 先立ち、 私 は ここでし ばらく 神 そ 

の ものの 観想のう ちに 停まり、 その 属性 を 静かに 考量 

し、 そして その 無辺なる 光明の 美 をば、 これにい わば 

眩惑 せられた 私の 智能の 眼の 耐え 得る 限り 多く、 凝視 

し、 讃 嘆し、 崇敬し する ことが 適当で あると 思う。 な 

ぜ なら、 ただこの 神 的 荘厳の 観想に のみ 他界の 生活の 

この 上ない 浄 福の 存 する こと を 我々 は 信仰に よつ て ais 



て 神 は 私 を 欺く こと を 欲しない からして、 神 はもち ろ 

ん この 能力 を、 私が これ を 正しく 使用 するとき にも 過 

ち 得る ような ものと して 私に 与えな か つ たはず である _ 

この ことに ついては、 もし そこから、 だからして 私 

は 決して 過ち 得ない ことが 帰結す るよう に 思われた の 

でなければ、 何らの 疑い も 残らなかった であろう。 と 

いうの は、 もし 私のう ちに ある どのような もので も 私 

はこれ を 神から 得る とすれば、 そしても し 神 は 私に 過 

つ 能力 を 何ら 与えなかった とすれば、 私 はかって 過ち 

得る ように は 思われな いから。 そして かように して 実 

際、 私が ただ 神に ついての み 思惟し、 私 を 全く 神に 向 



術 者が いっそう 老練で あれば ある だけ、 いよいよ いつ 

そう 完全な 作品が 彼に よ つ て 作り出される とすれば、 

かの 一切の ものの 最高の 製作者に よって、 あらゆる 点 

において 完璧で ない 何もの が 作られ 得た であろう か。 

また 神が 私 を 決して 過たない ような ものと して 創造し 

得た はずで あると いう こと は 疑わしく ないし、 また 神 

が つねに 最も 善い もの を 欲する はずで あると いう こと 

も 疑わしくない。 しからば、 私が 過つ という こと は 過 

たぬ という ことより もい つそう 善い ことで でもあろう 

ゝ o 
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これら のこと をい つ そう 注意 深く 考量す るなら ば、 



に、 極めて 不完全な ものと 思われる もの も、 世界に お 

いて 部分の 地位 を 有する ものと して は 極めて 完全な も 

ので あるから。 そしてた とい、 私が 一切の ものに つい 

て 疑おうと 欲した ことから、 これまでの ところ 私と 神 

とが 存在 するとい う ほか 何物 も 確実に 認識し なかった 

にしても、 しかし 神の 無辺の 力に 気づいた ことから、 

他の 多くの ものが 神に よって 作られた はずで あり、 あ 

るい は少 くと も 作られ 得る はずで ぁリ、 かくして 私 は 

ものの 全体にお いて 部分の 地位 を 占める はずで あると 

いう こと を 私 は 否定し 得ない ので ある。 

そこで、 私自身に いっそう 近く 寄って、 私の 誤謬 (こ 



れ のみが 或る 不完全 性 を 私の うちにお いて 証す るので 

ある) がいった いどうい う もので あるか を 探究す ると 

私 は、 これが 二つの 同時に 一緒に 働く 原因に、 言う ま 

でもな く 私のう ちに ある 認識の 能力と 選択の 能力すな 

わち 自由意志 と に 、 言 い 換え る と 悟性に と 同時に 意志 

に、 依繫 する こと を 認める。 というの は、 単に 悟性に 

よって は 私 はた だ 観念 を、 それにつ いて 判断 を 下し 得 

ると ころの 観念 を 知覚す るの みで あり、 そして 厳密に 

かように 観られた 観念のう ちに は 本来の 意味に おける 

いかなる 誤謬 も 見出され ないから、 なぜなら、 たとい 

たぶん、 その 観念が 何ら 私のう ちに 存 しないと ころの 



実に 私 は、 十分に 広くて 完全な 意志、 すなわち 意志の 

自由 を 私が 神から 授からな か つ たと 訴える こと はでき 

な い。 なぜなら、 私 は 実際、 意志が いかなる 制限に よ つ 

て も 局限せられ ていない こと を 経験す るので あるから _ 

そして 極めて 注目すべき ことと 私に 思われる の は、 私 

のうちに はこれ ほど 完全な、 これほど 大きな もの は 他 

に は 何もない ので、 私に はこれ がさら にいつ そう 完全 

な、 すなわち いっそう 大きな もので あり 得る と は 理解 

せられ 得ない という ことで ある。 というの は、 例えば 

もし 私が 理解の 能力 を 考察す ると すれば、 私 は 直ちに 

それが 私の うちにお いて はなはだ 小さくて、 非常に 有 



はた だ、 我々 が 或る 一 つの こと を 為す もしくは 為さぬ 

(言い換え ると 肯定す る もしくは 否定す る、 追求す る 

もしくは 忌避す る) ことができる というと ころに 存す 

るからで ある、 あるいは むしろ それ はた だ、 悟性に よ つ 

て 我々 に 呈示せられ ている もの を 我々 が 肯定し もしく 

は 否定し、 すなわち 追求し もしくは 忌避す るに あたつ 

て、 いかなる 外的な 力に よっても そうする ように 決定 

せられて はいない と 感じて、 そうする ように 動かされ 

ると いうと ころに 存す るからで ある。 というの は、 私 

が 自由で あるた めに は、 私が 一 方の 側に も 他方の 側に 

も 動かされる ことができる という こと は 必要で なく、 



認識に おける 欠陥、 すなわち 或る 否定 を 証 示す るので 

ある。 なぜなら、 もし 私が つねに 何が 真で あり 善で あ 

るか を 明晰に 見たならば、 私 は 決してい かなる 判断 を 

すべき か あるいは いかなる 選択 をすべき かにつ いて 躊 

躇 しなかった はずで あり、 そして かように して、 たと 

いまった く 自由であった にしても、 決して 不決定で は 

あり 得な か つたであろう から。 

ところで これらの ことから 私 は 次の こと を 知覚す る _ 

すなわち、 私が 神から 授かって いる 意欲の 力 は、 それ 

自身と して 観られた 場合、 私の 誤謬の 原因で はない と 

いう こと を。 なぜなら、 この 力 は 極めて 広くて、 その 



る もしくは 否定す るなら ば、 そのと き 私 は 意志の 自由 

を 正しく 使用して いない、 そしても し 偽で ある 側に 私 

を 向わせるならば、 明かに 私 は 過つ、 またもし 他の 側 

を摑ん で、 偶然に、 なるほど 真理に 当り はする にして 

も、 だからといって 私 は 罪 を 免れない であろう。 なぜ 

なら、 悟性の 知覚が つねに 意志の 決定に 先行し なくて 

はならぬ こと は、 自然 的な 光に よって 明瞭で あるから。 

そして この 自由意志の 正しくない 使用のう ちに 誤謬の 

形相 を 構成す ると， J ろの かの 欠存が 内在す る ので ある。 

すなわち、 欠存 は、 作用 そのもの のうちに、 これが 私 

から 出て くる 限りに おいて、 内在す るので あって、 私 



であるに しても、 私が 決して 過たない ように するとい 

うこと は、 神に よって 容易に なされ 得た と 思う。 すな 

わち、 もし 神が 私の 悟性に、 私の いっか 商量す るで あ 

ろうすべ てのものの 明晰で 判明な 知覚 をば、 賦与した 

か、 それとも ただ 私の 記憶に、 私の 明晰に そして 判明 

に 理解し ない 何物に つ いても 決して 判断して はなら な 

いという， J と をば、 私が 決し て これ を 忘れ 得な い ほど 

堅く 刻みつ けた か、 すれば 宜 かった わけで ある。 そし 

て もし 私が かくの ごとき ものである ように 神に よ つ て 

作られて いたならば、 私 は、 私が 或る 全体としての 意 

味 を 有する 限りに おいて は、 現在 私が あるよりも いつ 



量 せらるべき すべての ものの 明 証 的な 知覚に 依存す る 

ところの 仕方で、 誤謬 を 絶つ ことができない にしても、 

私 はもう 一 つの 仕方で、 すなわち ただ、 ものの 真理が 

私に 明白で ないた び ごとに、 判断 を 下す こと を 差し 控 

えるべき である， J と を 相 心 起す ると いう ザ J とに 依存す る 

ところの 仕方で、 誤謬 を 絶つ ことができ るので ある。 

なぜなら、 たとい 私 はつねに 一 つの 同じ 認識に 堅く 固 

執す る ことができな いという 弱さが 私のう ちに ある こ 

と を 経験す るに しても、 しかし 私 は 注意深い そしてし 

ばし ば 繰り返された 省察に よって、 その 必要が あるた 

び ごとに、 かのこと を 想起し、 そして かように して 過 



省察 五 

物質的な ものの 本質に ついて。 そして 再び 

神に ついて、 神 は 存在 するとい うこと。 

神の 属性に ついて、 私自身の すなわち 私の 精神の 本 

性に ついて、 私の 探究すべき 多くの ことが なお 残って 

いる。 しかし これ はお そらく 他の 機会に 再び取り 上げ 

られ るであろう。 今 は (真理に 達する ために は 私 は 何 

を 避く ベ きで ありまた 何 を 為す ベ きで あるかに 気づ い 

た 後)、 過ぐ る 数日 私の 陥って いた 懐疑から 抜け出す 



その 三つの 角 は 二直角に 等しい という こと、 その 最も 

大きな 角に 最も 大きな 辺が 対する という こと、 及び マ J 

れに 類す る ことが、 論証せられ 得る ことから 明かで あ 

る。 これらの 固有 性 は、 たとい 以前に 私が 三角形 を 想 

像した ときには 決して 思惟し なかった にしても、 今 は 

欲する にせよ 欲しない にせよ 私の 明晰に 認知す ると こ 

ろで あり、 従って 私に よって 構 像せられ たもので はな 

ヽ o 
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なおまた、 私 はもち ろん 三角形の 形体 を 有する 物体 

をと きどき 見た ので あるから して、 この 三角形の 観念 

はお そらく 外の ものから 感覚 器官 を 介して 私に やって 



がで きる、 と 私 は 容易に 自分 を 説得す るからで ある。 

しかしながらい つそう 注意 深く 考察 するとき、 神の 存 

在が 神の 本質から 分離せられ 得ない こと は、 三角形の 

本質から その 三つの 角の 大きさが 二直角に 等しい とい 

うこと が 分離せられ 得ず、 あるいは 山の 観念から 谷の 

観念が 分離せられ 得ない のと 同じで ある ことが 明白に 

なる ので ある。 それゆえに、 存在 を 欠いて いる (すな 

わち 或る 完全 性 を 欠いて いる) 神 (すなわち この 上な 

く 完全な 実 有) を 思惟す る こと は、 谷 を 欠いて いる 山 

を 思惟す る ことと 同じく、 矛盾で ある。 

けれども、 私 はもち ろん 谷な しに 山 を 思惟し 得ない 



ではない、 すなわち 何ら かの ものに 或る 必然性 を 賦課 

するとい うわけ ではない、 かえって 反対に、 もの その 

ものの、 すなわち 神の 存在の、 必然性が、 これ を この 

ように 思惟す るよう に 私 を 決定す るからで ある。 とい 

うの は、 馬 をば 翼 と共にで も 翼な しにで も 想像す る こ 

とが 私に とって 自由で ある ごとく、 神 をば 存在 を 離れ 

て (すなわち この 上な く 完全な 実 有 をば 最大の 完全 性 

を 離れて) 思惟す る こと は 私に とって 自由で あるので 

はない から。 

なおまた ここに、 ひとは 次のように 言って はならぬ 

すなわち、 神 は 一 切の 完全 性 を 有する と 私が 措定した 



これ を 極めて 明晰に 洞見した こと を 想起す るに しても、 

もし 実際 私が 神 を 知らなかったならば、 この こと は 真 

であるか どうか を 私が 疑うよう になる と いう こと は容 

易に 起り 得る ので ある。 というの は 私 は、 私が 自然に 

よって、 極めて 明 証 的に 知覚す ると 私の 考える ものに 

おいて 時々 過つ がごと きものと して 作られて いると い 

うこと をば、 とりわけ 後に なって 他の 根拠に とって 偽 

であると 判断す るに 至ら しめられた ところの 多くの も 

の を しばしば 真にして 確実なる ものと 看做した と いう 

, J と を 想起 するとき に は、 自分に 説得す る ことができ 

るから。 



の 何もの も 明晰 かつ 判明に 知覚した ので はなく、 か 

えって 私 はお そらく、 真理の この 規則 を 知らなかった 

ために、 後に なって そんなに 堅固な もので ない こと を 

発見した ところの 他の 原因に よ つ て 信じた ので ある。 

しからば、 ひとはなお 何 を 言おうと する か。 私 はお そ 

らく 夢み ている の だ (少し 前に 私が 自分に 反対して 

言った ように)、 すなわち、 私が 今 思惟す るすべ ての も 

の は 眠つ ている ときに 浮んで くる ものより 以上に 真で 

はない の だ、 とで も 言う であろう か。 否 この こと もま 

た 何ら ことがら を 変じない。 なぜなら 確かに、 たとい 

私 は 夢み ている にしても、 もし 何ら かの ものが 私の 悟 



の 思惟と はまった く 別の 或る もの を、 すなわち これら 

の 観念 の そ ， J から 出て きたと - ^ ろの 物体 を 感覚す ると 

考えた の は、 理由の ない ことではなかった。 というの 

は、 私 は これら の 観念が 何ら 私の 同意な しに 私に やつ 

てく る こと を 経験した、 従って、 もし 対象が 感覚 器官 

に 現前して いなかったならば、 私 はこれ を 感覚しょう 

と 欲しても 感覚し 得なかった し、 また 現前して いたと 

きに は、 感覚す まいと 欲しても 感覚せ ざる を 得な か つ 

たからで ある。 また、 感覚に よって 知覚 せられた 観念 

は、 自分で あらかじめ 知って 意識的に 省察す る ことに 

おいて 私が 作り出した 観念の どれよりも、 あるいは 私 



もむ しろ 感覚 を 使用した こと を 想い 起した し、 また 自 

分で 作り出した 観念が 感覚に よ つ て 知覚した 観念 ほど 

明瞭な もので なく、 そして 前者の 多くが 後者の 部分 か 

ら 構成せられ ている こと を 見た ゆえに、 私 は、 私が ま 

ず 感覚のう ちに 有しなかった ところの いかなる 観念 も 

私 はま つ たく 悟性のう ちに 有しない と いう こと をば、 

容易に 自分に 説得した ので ある。 さらに また、 私が 或 

る 特殊の 権利 を もって 私の ものと 称した ところの この 

身体 は 他の いずれの 物体より もい つ そう 多く 私に 属す 

ると 私が 信じた の は 理由の ない ことではなかった。 な 

ぜ というに、 私 は 身 * から は、 その他の 物 * からのよ 



の は 何故で あるかに ついては、 私 は 自然によ つて この 

ように 教えられ たからと いう 以外、 実に 私 は 他の 説明 

を 有しなかった。 なぜなら、 腹部の いらだちと 食物 を 

取ろうと する 意志との 間に は、 あるいは 苦痛 を もたら 

す ものの 感覚と、 この 感覚から 出て きた 悲しみの 意識 

との 間に は、 いかなる 類同 も (少 くと も 私の 理解し 得 

たような 類同 は) まったく 存 しないから である。 むし 

ろ、 私が 感覚の 対象に ついて 判断した その他の 一切の 

こと もまた、 自然によ つて 教えられ たように 思われた 

ので ある。 というの は、 私 は、 それら 一切の ことが 私 

の 判断した ごとくで あると いう こと をば、 まさに この 



かかる 知覚 を 作り出す ものと して 何ら かの 能力が ある 

かもしれ ないから である。 

しかしながら 今、 私 は 私自身 並びに 私の 起原の 作者 

をい つそう よく 知り始め るに 至って、 感覚に よって 得 

ると 思われる すべての もの は、 もちろん 軽々 しく 容認 

せらるべき ではない が、 しかし また そのす ベての もの 

に 疑い を いれるべき でもない、 と 私 は 考える ので ある _ 

そしてまず 第一に、 私が 明晰 かつ 判明に 理解す るす 

ベての もの は、 私が 理解す る 通りの ものと して 神に 

よって 作られ 得る こと を 私 は 知っている からして、 或 

る 一 つの ものが 他の ものと 異なる ことが 私に 確実で あ 



私の 本質 はこの 一 つの こと、 すなわち 私 は 思惟す る も 

ので あると いう ことに 存 する こと を、 私 は 正当に 結論 

する ので ある。 そしてた とい 私 はた ぶん (あるいはむ 

しろ、 すぐ 後に 言う 通り、 確かに) 私と 極めて 密接に 

結合せられ ている ところの 身体 を 有する にしても、 し 

かし 一方で は、 私が 延長 を 有する ものではなくて ただ 

思惟す る ものである 限りに おいて、 私 は 私自身の 明晰 

で 判明な 観念 を 有し、 そして 他方で は、 物体が 思惟す 

る ものではなくて ただ 延長 を 有する ものである 限りに 

おいて、 私 は 物体の 判明な 観念 を 有する ゆえに、 私が 

私の 身体から 実際に 区別せられ たもので あると いう こ 



は 私が 協力す る ことなしに、 かえって しばしば 私の 意 

志に 反して さえ 生産せられ るから。 ゆえに それ は 私と 

は 別の 或る 実体のう ちに 存 すると 考える ほか はない。 

そして この 実体のう ちに は (既に 上に 注意した ごとく) 

この 能力に よって 生産 せられた 観念のう ちに 客観的に 

有る 一 切の 実在 性が 形相 的に か 優越 的に か 内在し なく 

て はならない からして、 この 実体 は 物体、 すなわち も 

ち ろん かかる 観念が 客観的に 含む 一 切の もの を 形相 的 

に 含む ところの 物体 的 本性で あるか、 それとも 神 その 

もので あるか、 それとも かかる 一切の もの を 優越 的に 

含む ところの、 物体よりも 高貴な 或る 被 造 物で あるか 



に 達し 得る 確実な 希望 を 私に 示す ので ある。 そして 実 

に 自然によ つ て 教えられ るすべ てのものが 何ら かの 真 

理を 有する はずで あると いう， J と は 疑い 得な いこと で 

ある。 なぜなら、 私が いま 一般的に 見られた 自然と い 

うの は、 神 そのもの、 それとも 神に よって 制定せられ 

たと ころの 被 造 物の 整 序 以外の 何物で もな く、 また 特 

殊 的に 私の 自然と いうの は、 神に よって 私に 賦与 せら 

れた すべての ものの 集合体 以外の もので はない からで 

ある。 

ところで、 私が 身体 を 有する こと、 すなわち、 私が 

苦痛 を 感覚す ると きに は その 具合が 悪く、 そして 私が 



ようにす るた めに は、 私が 或る こと を 自然によ つて 教 

えられる と言うと き、 何 を 本来 意味す るか をい つ そう 

厳密に 定義し なくて はならぬ。 すなわち 私 はこ こに 自 

然 をば、 神に よって 私に 賦与せられ たす ベての ものの 

集合体と いう 意味より もい つ そう 狭い 意味に 解す る。 

というの は、 この 集合体の うちに はた だ 精神の みに 属 

する 多くの もの、 例えば、 為された こと は 為されな か つ 

たこと である- とがで きぬと 私が 知覚す る こと、 及び 

その他、 自然 的な 光に よって 知られて いるすべ ての も 

のが、 含まれる が、 これらに ついては ここで は 言及し 

ないし、 また そのうちに はさら に、 ただ 物体の みに 関 



する 多くの もの、 例えば、 物体 は 下に 向う という こと 

及び これに 類す る こと、 が 含まれる が、 これらに つい 

て もまた ここで は 問題で なく、 かえって ただ、 精神と 

身体と からの 合成 体と しての 私に、 神に よって 賦与せ 

られ たもの のみが 問題な ので あるから である。 従って 

また、 この 自然 はたし かに、 苦痛の 感覚 を もたらす も 

の を 避け 逃れ、 そして 快楽の 感覚 を もたらす もの を 追 

い 求む る こと、 及び かかる 性質の こと を 教える が、 し 

かしこ の 自然が その上に なお、 ， J れらの 感覚の 知覚 か 

ら、 悟性の あらかじめの 考査な しに、 我々 の 外に 横た 

わるもの について 何 か を 結論す る こと を 我々 に 教える 



ある。 

さらに 私 は、 物体の いかなる 部分 も 他の なにほど か 

遠く 隔っ ている 部分に よって、 たとい このい つそう 遠 

く隔 つてい る 部分が 何ら 動かない にしても、 その 間に 

横たわ つ ている 部分のう ちの 何ら かの ものに よ つて ま 

た 同じ 仕方で 動かされ 得る のでない と、 動かされ 得な 

いという ことが、 物体の 本性で あるの を 認める ので あ 

る。 すなわち、 例えば、 A • B • C • D なる 綱に おい 

て、 その 最後の 部分 D が 引かれる 場合、 最初の 部分 A 

は、 最後の 部分 D が 動かない ままに 止まって いて 中間 

の 部分のう ちの 一 つ B あるいは C が 引かれた 場合に ま 



幾何学 的な 仕方で 配列され た、 

神の 存在 及び 霊魂と 肉体との 区別 を 証明す 

る 諸 根拠 

定義 

一 思惟 (cogitatio) という 語に よって 私 は、 我々 

がそれ を 直接に 意識して いると いう ふうに 我々 のうち 

にあら ゆる もの を 包括す る。 かくして 意志、 悟性、 想 

像 力、 及び 感覚の すべての 働き は、 思惟で ある。 しか 



し 私 は、 思惟から 帰結され てく る もの を 除外 せんがた 

めに、 直接に (immediate) という 語 を附け 加えた。 

例えば、 有意 運動 はたし かに 思惟 を 原理と して 有する 

が、 それ 自身 はしかし 思惟で はない。 

二 観念 (idea) という 語に よって 私 は、 その 直接 

の 知覚に よ つ て 私が その 同じ 思惟 自身 を 意識して いる 

おのおのの 思惟の 形相 (forma) を 理解す る。 かくて 

すなわち 私 は、 私が 言う ところの もの を 私が 理解して 

いると き、 まさに この ことから その 言葉に よ つ て 表わ 

された ものの 観念が 私のう ちに ある ことが 確かで ある 

のでなくて は、 言葉に よって 何もの も 表現す る ことが 



できない ので ある。 そして かようう にして 私 は 想像の 

うちに 描かれた 単なる 像 を 観念と 呼ぶ ので はない、 否、 

私 はこ こで かかる もの を、 それが 身体 的な 想像のう ち 

に、 言い換え ると 脳の 或る 部分のう ちに 描かれて いる 

限リ において は、 決して 観念と は 呼ばず、 ただ それが 

脳の その 部分に 向けられた 精神 そのもの を 形作る 限リ 

において、 観念と 呼ぶ ので ある。 

三 観念の 客観的 実在 性 (realitas objectiva ideae) 

と いう ことによ つ て 私 は 観念に よ つ て 表現され たもの 

の 実 有性 (entitas) を、 それが 観念のう ちに ある 限リ 

において、 理解す る。 そして 同じ 仕方で、 客観的 完全 



性、 あるいは 客観的 技巧、 等々、 と言われる ことが で 

きる。 というの は、 観念の 対象のう ちに ある ものの よ 

うに 我々 が 知覚す る あらゆる もの は、 観念 そのものの 

うちに 客観的に あるので あるから。 

四 同じ もの は、 それが 観念の 対象のう ちに 我々 が 

それ を 知覚す る 通りに 現われて いる 場合、 観念の 対象 

のうちに 形相 的に (formaliter) あると 言われる。 ま 

た、 その 通りに ではない が、 かえって これ を 補う こと 

がで きる ほど 大きな ものである 場合、 優越 的に 

(eminenter) あると 言われる。 

五 我々 が 知覚す る 或る もの、 言い換え ると、 その 



実在 的な 観念が 我々 のうちに ある 或る 固有 性、 あるい 

は 性質、 あるいは 属性が、 それのう ちに 直接に 内在す 

る 基 体 (subjectum)、 あるいは それら を 存在せ しめる 

あらゆる もの ( g) は、 実体 (substantia) と 呼ばれる。 

また 厳密な 意味に おける 実体 そのもの について 我々 は 

次の ごとき 観念し か 有しない。 すなわち、 実体と は、 

我々 が 知覚す ると ころの 或る ものが、 つまり 我々 の 観 

念の いずれ かのうち に 客観的に ある ものが、 そのうち 

では 形相 的に、 もしくは 優越 的に 存在す ると ころの も 

ので ある。 無 は 何ら 実在 的な 属性 を 有し 得ない こと は、 

自然 的な 光に よって 知られて いる ゆえに。 



六 思惟が それに 直接に 内在す る 実体 は 精神 

(mens) と 呼ばれる。 私 はこ こで 霊魂 (amima) とい 

うよりも むしろ 精神と 言う。 霊魂と いふ 語 は 両義 的で 

あって、 しばしば 物体 的な ものに 適用され るからで あ 

る。 

七 場所 的 延長 及び 延長 を 前提す る 偶有 性、 例えば 

形体、 位置、 場所 的 運動、 などの 直接の 基 体で ある 実 

体 は、 物体 (corpus) と 呼ばれる。 しかし 精神 及び 物 

体と 呼ばれる ものが、 一 つの 同じ 実体で あるか、 それ 

とも 二つの 相 異なる 実体で あるか は、 後に 玫究 しなけ 

れ ばなら ないで あろう。 



八 この 上な く 完全で あると 我々 が 理解し、 そして 

そ のうちに 何ら かの 欠損 ある い は 完全 性の 制限 を 含む 

何もの もまつ たく 我々 が 把捉し ない 実体 は、 神 (Deus) 

と 呼ばれる。 

九 或る ものが 何ら かの ものの 本性 あるいは 概念の 

うちに 含まれる と、 我々 が 言う とき、 そのものが この 

ものに ついて 真で あると、 あるいは この ものに ついて 

肯定され 得る と、 言う のと 同じで ある。 

一 〇 その 一が 他 を 離れて 存在し 得る とき、 二つの 

実体 は 実在 的に 区別され ると 言われる。 



要請 

第一に、 私 は、 読者が 自分の 感覚 を これまで 信用し 

た 根拠が いかに 薄弱な もので あるか、 また その上に 築 

いたす ベての 判断が いかに 不確実な もので あるかに 注 

意せられ るよう に、 そして この こと を 長い間 またし ば 

しば 自分の 心に 思いめ ぐらし、 かくて 遂に 自分の 感覚 

にも はや あまり 多く 信頼し ない 習慣 を 得られる やうに 

要請す る。 というの はこれ は 形而上学 に関する 事 がら 

の 確実性 を 知覚す るた めに 必要で あると 私 は 判断す る 

ゝ ？ o 

力、 ら 



する ように、 要請す る、 すなわち、 三角形の 本性、 正 

方形の あるいは 何 か 他の 図形の 本性、 さらに また 精神 

の 本性、 物体の 本性、 そして 何よりも 神 あるいは この 

上な く 完全な 実 有の 本性 はか かる 性質の ものである。 

そして 読者が、 かかる 本性のう ちに 含まれる こと を 

我々 が 知覚す ると ころの すべての もの は、 実際に それ 

らの ものに つ いて 肯定せられ 得る ことに 注意す るよう 

に、 私 は 要請す る。 例えば、 三角形の 本性のう ちに は 

その 三つ の 角 は 二直 形に 等しい という ことが 含まれ、 

また 物体すな わち 延長 を 有する もののう ちに は 可分性 

が (というの は それ を少 くと も 思惟に よって 分割し 得 



ない ほど 小さな 延長 を 有する もの を 我々 は 何ら 考え 得 

ないから) 含まれる ゆえに、 すべての 三角形の 三つの 

角 は 二直角に 等しい、 またす ベての 物体 は 可分で ある 

と言うの は 真で ある。 

第五に、 私 は、 読者が この 上な く 完全な 実 有の 本性 

の 観想に 長く また 多くと どまる ように、 要請す る、 そ 

して 中に も、 あらゆる 他の 本性の 観念のう ちに はたし 

かに 可能 的 存在が 含まれる が、 神の 観念のう ちに はし 

かし 単に 可能 的 存在の みで はなく、 また 実に 必然的 存 

在が 含まれる こと を 考察す るよう に、 要請す る。 なぜ 

なら、 ただこの ことから、 そして 何等 まわりくどい 議 



従っても の を 維持す るた めに は、 それ を 初めて 作り出 

すため によりも い つ そう 小さい 原因が 要求せられ るの 

ではない。 

三 いかなる もの も、 またもの のい かなる 現実的に 

存在す る 完全 性 も、 無 (nihil) すなわち 存在し ない も 

の を、 自己の 存在の 原因と して 有する ことができぬ。 

四 或る もののう ちに 有する いかなる 実在 性すな わ 

ち 完全 性 も、 この ものの 第一の かつ 十全 的な 原因のう 

ちに 形相 的に、 あるいは 優越 的に 存 する。 

五 そこから して また、 我々 の 観念の 客観的 実在 性 

は、 この 同じ 実在 性 をば 単に 客観的に ではなくて 形相 



いっそう 多くの 客観的 実在 性が 有し、 また 無限な 実体 

の 観念のう ちに は 有限な 実体の 観念の うちによりも 

い つ そう 多くの 客観的 実在 性が 存 する。 

七 思惟す る ものの 意志 は、 たしかに 有意的に かつ 

自由に (なぜなら これ は 意志の 本質に 属する ので ある 

から)、 しかし それ にもかかわらず 謬る ことなく、 自分 

に 明晰に 認識 せられた 善に 赴く。 従って、 もし 自分に 

欠けて いる 何等かの 完全 性 を 知るならば、 それ を 直ち 

に、 もし それが 自分の 力の 及ぶ ところに あるならば、 

自分に 与える であろう。 

八 いっそう 大きな こと あるいは いっそう 困難な こ 



可能 的 あるいは 偶然 的 存在が 含まれ、 しかし この 上な 

く 完全な 実 有の 概念のう ちに は 必然的に して 完全な 存 

在が 含まれる。 



定理 一 

神の 存在 は その 本性の 単なる 考察から 認識せられ 

る。 

证明 

1 一 11 口 日, 



或る ものが 何ら かの ものの 本性 あるいは 概念のう ち 

に 含まれる と言う こと は、 そのものが この ものに つ い 

て 真で あると 言う ことと、 同じで ある (定義 九に よつ 

て)。 しかるに 神の 概念のう ちに は 必然的 存在が 含ま 

れる (公理 一 〇 によって)。 ゆえに 神に ついて、 神のう 

ちに は 必然的 存在が 存 する、 あるいは 神 は 存在す る、 

と言う こと は 真で ある。 

しかるに これ は、 既に 上に 第 六 駁論に 応えて 私が 用 

いたと ころの 三段論法 である。 そして その 結論 は、 要 

請 五に おい て 言われた ようう に、 先入見から 解放 せら 



1 一 11 口 

我々 の 観念の いかなる ものの 客観的 実在 性 も、 この 

同じ 実在 性 をば 単に 客観的に ではなく、 形相 的に、 あ 

るい は 優越 的に、 含む ところの 原因 を 必要と する (公 

理五 によって)。 しかるに 我々 は 神の 観念 を 有する (定 

義ニ 及び 八に よって)、 そして この 観念の 客観的 実在 

性 は 形相 的に も 優越 的に も 我々 のうちに 含まれな い 

(公理 六に よって)、 また それ は 神 そのものの うちにの 

ほか 他の いかなる もののう ちに も 含まれる ことができ 

ない (定義 八に よって)。 ゆえに 我々 のうちに あると 



ころの この 神の 観念 は、 神 を 原因と して 必要と する、 

従って 神 は 存在す る (公理 三に よって)。 

定理 三 

神の 存在 はまた その 観念 を 有する ところの 我々 自 

身が 存在 するとい うこと から も 証明 せられる。 

证明 

1 一 11 口 日- 



もし 私が 私自身 を 維持す る 力 を 有するならば、 なお 

さら 私 はまた 私に 欠けて いると ころの 完全 性 を 私に 与 

える 力 を 有する であろう (公理 八 及び 九に よって)。 

なぜなら これらの 完全 性 は 単に 実体の 属性で あり、 私 

はしかる に 実体で あるから。 しかしながら 私 は これら 

の 完全 性 を 私に 与える 力 を 有しない ので ある、 なぜな 

ら、 さもなければ 私 は 既に それら を 有して いるで あろ 

うから (公理 七に よって)。 ゆえに 私 は 私自身 を 維持 

する 力 を 有しない。 

次に、 私 は、 私が 存在す る 間 は、 もし 実に 私が その 

力 を 有するならば、 私自身に よって、 あるいは その 力 



を 有する 他の ものに よって、 維持せられ るので なけれ 

ば、 存在す る ことができぬ (公理 一 及び 二に よって)。 

ところで 私 は 存在す るが、 しかも まさにい ま 証明 せら 

れ たように、 私自身 を 維持す る 力 を 有しない。 ゆえに 

私 は 他の ものに よって 椎 持せられ る。 

なおまた、 私 を 維持す る もの は 自己のう ちに、 私の 

うちに ある 一 切 を 形相 的に、 あるいは 優越 的に、 有す 

る (公理 四に よって)。 しかるに 私のう ちに は 私に 欠 

けて いると ころの 多くの 完全 性の 知覚と 同時に 神の 観 

念の 知覚が 存 する (定義 二 及び 八に よって)。 ゆえに 

また 私 を 維持す る もののう ちに も 同じ 完全 性の 知覚が 



存 する。 

最後に、 この 同じ もの は、 自己に 欠けて いると ころ 

の 完全 性の、 すなわち 自己のう ちに 形相 的に あるいは 

優越 的に 有しない ところの 完全 性の、 知覚 を 有し 得な 

い (公理 七に よって)。 なぜなら、 既に 言われた ごとく、 

この もの は 私 を 維持す る 力 を 有する からして、 なおさ 

ら かかる 完全 性 を、 もし 欠けて いるならば、 自分に 与 

える 力 を 有する であろうから (公理 八 及び 九に よ つて)。 

しかるに この もの は、 いましがた 証明せられ たように、 

私に 欠けて いてた だ 神のう ちに 存し 得る と 私が 考える 

ところの すべての 完全 性の 知覚 を 有する。 ゆえに この 



もの は それらの 完全 性 を 形相 的に あるいは 優越 的に 自 

己のう ちに 有し、 かくして 神で ある。 



系 

神 は 天と地と 及び そのうちに 存 する 一 切 を 創造し 

た。 なおまた 神 は 我々 が 明晰に 知覚す る あらゆる 

もの を 我々 が これ を 知覚す る通リ になし 得る。 

证明 

1 一 11 口 日, 



ゆえに 神の 存在と 同時に このす ベ てが また 神に ついて 

証明せられ たので ある。 

定理 四 

精神と 身体と は 実在 的に 区別 せられる。 

正月 

き n By 

我々 が 明晰に 知覚す る あらゆる もの は、 神に よって、 



我々 が これ を 知覚す る 通りに、 作られ 得る (前の 系に 

よって)。 しかるに 我々 は 精神 を、 言い換え ると、 思惟 

する 実体 をば、 物体 を 離れて、 言い換え ると、 何等か 

の 延長 を 有する 実体 を 離れて、 明晰に 知覚す る (要請 

二に よって)。 また 逆に 物体 をば 精神 を 離れて 知覚す 

る (すべての 人々 が 容易に 認容す る ごとく)。 ゆえに、 

少く とも 神の 力に よって、 精神 は 身体な しに 存 する こ 

とがで き、 また 身体 は 精神な しに 存 する ことができる。 

ところで いま、 その 一が 他 を 離れて 有し 得る ところ 

の 実体 は、 実在 的に 区別 せられる (定義 一 〇 によって)。 

しかるに 精神と 物体と は 実体で あり (定義 五、 六、 七 



によって)、 そして その 一は 他 を 離れて 存 する ことが 

できる (たったいま 証明 せられた ごとく)。 ゆえに 精 

神と 身体と は 実在 的に 区別 せられる。 

註。 私 はこ こで 神の 力 を 媒介と して 使用した が、 そ 

れ は 精神 を 身体から 分離す るた め に 何ら か の 異常な 力 

が 必要で あるから ではなく、 かえって 私 は 前の 諸 定理 

において ただ 神に ついての み 取扱った からして、 他に 

使用し 得る もの を 有しなかった ゆえで ある。 またい か 

なる 力に よって 二つの ものが 分離せられ るか は、 両者 

が 実在 的に 異な つ ている と 我々 が 認識す るた めに は、 

無関係で ある。 



底本 ： 「省察」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1933 (昭和 8) 年に 月^日 第^ 刷 発行 

※原題の 副題の 「DE PRIMA :?HIL〇S〇RKIA, IN 

©UIBUS DEI EXIS 闩 ENTIA, MH ANIMAE 

HUMANAE K C0RK3RE DISTINCTIO, 

DEMONS 闩： RANT. UR」 は、 ファイル 冒頭で は ァクセ 

ント 符号 を 略し、 「DE PRIMA RKILOSOKilA, IN 

OUIBUS DEI EXISTENTIA, ET ANIMAE 

HUMANAE A OOSPORE DISTINCTIO, 

DEMONS 闩 RANTURJ としました。 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 



ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「恰も 丄 あたかも 或いは 丄 あるいは 如何 丄 いか 

(て) 戴丄 いただ 至って ふいた つて 一層 ふいつ そ 

う 恐らく— おそらく 拘らず i かかわらず 且つ— 

かつ 嘗て— かって かも 知れ— かもしれ 蓋し— け 

だし 此処. 茲— ここ 如— ごと 毎— ごと 悉く— 

ことごとく 更に ふさら に 然るに ふし かるに 暫く 

ふしば らく 直ぐ 丄 すぐ 即ち ふすな わち 是非 丄ぜ 

ひ 多分 ふた ぶん 給丄 たま 何処 丄 どこ 何れ 丄ど 



れ 乃至〜 ないし 害〜 はず 甚だ— はなはだ 殆ど 

丄 ほとんど 先ず ふまず 復た丄 また 間もなく ふま 

もな く (て) 見 ふみ 尤も 丄 もっとも 専ら 丄 もつ 

ぱら (て) 貰— もら 故— ゆえ 僅か— わずか」 

※読みに くい 漢字に は 適宜、 底本に はない ルビ を 付し 

た。 
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